



A Study of the Japanese Emperor's Coronation 
Ritual Written in Heian literature 
Tamaki  OTA 
Sokuirei-Seiden-no-gi, Ceremony of the Enthronement of His Majesty the Emperor at the
Seiden (State Hall)  was held  on October 22, 2019. However, this does not correctly
inherit the Heian period rituals. There was a woman who attended this ritual during the
Heian period. She wrote a diary and kept a record of that ritual. She wrote what she felt, but
did not keep a detailed record of the ritual. There are questions about why she didn't write
the whole ritual and what the actual ritual was.Aiming to understand her feelings through





















































が伺候した後 高御座戌亥の隅に令子内親王が上った。主上と宮のいらっしゃる間には、隔ての三尺の几帳を立てた」とあり、令子内親王は高御座の戌亥の隅にいたことがわかる。戌亥、つまり北西の隅に参入したことになるが、内裏でいう「右」は南面する天皇から見て西側にあたり、これによると 「右の典侍」 であった長子 側に令子はいたことになる。 もっとも、高御座の内部に几帳を立てた戌亥の「角」であれば長子が直接その姿を見ることはなかっただろう 、明け方から大極殿 詰め 長子が、令子内親王の立后の事実も存在も気配も、 一切関知しなかったとは考えにくい。
 
また、令子内親王は長子の実家、藤原顕綱家と近い関係であることでも





らい自分」を描くという点では成功している。時代は異なるにしろ、儀式の構成要素という点ではさほど差異はないはずのものを描き がら、 『中務内侍日記』や『竹むきが記』が儀式のめでたさ、華やかさ、晴れがましさといった「ハレ」の面を全面に出しているのに対し 「ハレ」を描きながら自分個人の 悲しみ 「空虚感」という究極の「ケ」を描きだしたという点では、長子の筆致は見事に成功している。どこまでが計算によるものなのかは不明だが、実際の華やかさを一切排除し、ただ自分を中心とした半径一メートルほどのことだけを描くというのも、 長子らし 執筆姿勢なのかもしれない。
 
以上、実際に長子が見たはずの鳥羽天皇即位儀「帳あげ」風景を見てき






































鳥羽天皇には即位の時点で三人の乳母がいた。 前掲の 「大納言の乳母」 、




時点で満年齢五歳にも満たない幼さであった。 現代でいえば就学年齢にも到達しておらず、成人の天皇の即位とは事情 異なる。幼児 一人で高御座に昇り儀式開始を待ち受け、 儀式の終了を耐えるというのは不可能に近い。その様子は当時の記録にも残っており、高御座の中に出入りが可能な摂政藤原忠実が相当手を焼いている様子が述べられている。
 
忠実は自身の日記『殿暦』の中で、 「余乍奉抱主上、昇高御座奉居之」 、
主上をお抱き申し上げて高御座を昇ってそ 中に据え奉 と、 高御座まで鳥羽天皇を 上げて運んだ様子 書い いる（注九） 。また 「余密々供御菓子於主上、依幼主也、應徳例如此云々」 「主上御高御座之間、余常乍立第二層上、且供御菓子、且見御所、依幼主 爲不審也」などと、菓子をたびたび差し入れるなど、 どう か鳥羽天皇 高御座の中 座らせておこうとする忠実の奮闘ぶりが伝わってくる。本来は鳥羽と 関係性か 、この役目は公実が担うものとも考えられる。それ 堀河天皇の病床で 実際に采配をふるっていたのが堀河天皇の叔父・内大臣源雅実であったことからも想像に難くない。 上席は忠実ではあるものの、 実際は公事では公実、その裏側では大納言の乳母と弁 三位が「あやす」はずであったものをこの三名を欠いた状態で儀式を執り行わなければな ず、 どのような混乱があったかは容易 想像でき 。
 
加えて、 「幼帝の即位」 に伴う特異な事情は他にもあった。 「母后の立后」







当給はる。璽はこれの役なり。右の御脇に参る。殿下の仰せ 、 「その璽の御筥の上 掛けたる網を指に掛けつれば、 取り外して過はせぬぞ」と仰せあるに、御情のありがたく、心も強〱しく覚えて過なし。高御座へ事故なく参り着きぬ。
 
帳褰の役は伯の三位の女なり。命婦、蔵人四人、役の内侍六人。裏





























たり。大きなる香盤に名香や匂ふらんと見えたり。黄金 たがらすとて、足の三ある鳥見ゆ。しんこんたけうの中には、 「日の中に三足烏あり 月の中には六足の兎あり」と聞きしも、本説ある事なりけりと、信起 て覚えて。唐人の姿ども、並み立ちて排し奉るに 身の毛も立ち 涙がましくめでたく嬉し 右大臣殿、唐めかしき御姿 て幕のないより練り出で給へば、玉佩の音かや、道にりやうめきて美ゝしく、御丈の高さ、御殿の高さにも立ち劣り給はず、高御座に向 拝し給ふを見るにもめでたく侍。
 
やうやう大礼の儀どもも果てぬれば、 殿、 高御座へ昇り給ふ。 主上、




























































だが、後深草天皇即位には様々な混乱があったにも関わらず、 『弁内侍日記』はなんともあっけない書きようである。弁内侍は即位儀で表立った役目を担わなかったためこのような記述になったのかもしれないが、 反対に実に詳細を極めた記事を残したのが後深草天皇の子・伏見天皇に仕えた藤原経子 よる『中務内侍日記』である。
 
中務内侍藤原経子は東宮時代から伏見天皇に仕え、 伏見天皇の即位時に
は「剣璽内侍」として即位式に参加した。これも令和では男性侍従職 よって行われていたが、 本来は左右の内侍がそれぞ 「剣」 と 「璽」 を携え、高御座内部に安置し 。経子は弁内侍と同じ「内侍」であったが、実際に儀式に参列し体感したためか、 かなりの臨場感をもって詳細を べてい
 
もちろん、両者は時代的な乖離はもちろん「帳あげ」 「剣璽内侍」 、
「典侍」と「内侍」という違 があるため、当然視点や行動範囲、感知する内容も大きく異なる。長子は「帳あげ」に向かい その瞬間の自分を描くことに終始し、経子は全体を描きながらもやはり自分の勤めた 剣璽内侍」中心の視点となっている。
 
三月十五日、御即位。行幸の儀式、関白殿・左大将以下、供奉の人






いとうつくしげにしたてられて、 御母屋のうちにゐさせたまひたりけるを、 見まゐらするも、 胸つぶれてぞおぼゆる。 おほかた目も見えず、はぢがましさのみよに心憂くおぼゆれば、 はかばかしく見えさせたまはず。ことはてぬれば、もとのところにすべり入りぬ。
 
夜に入りてぞ帰りぬる。あるかなきかにて帰りたれば、顔を、あや
























宅までの長い一日を時系列にそって書き残している。しかし、これまでも何度か指摘してきたように（注四） 、長子は「左の典侍」源仁子はもちろん、周囲の人物にもほとんど触れていない。個人的に名前が挙がっているのは「衛門の佐」と「御前」 （鳥羽天皇 程度で、あとは自分を補佐する「髪あげ」 一名の存在が個体認識できる程度である。 このことからすると、長子の記述は令和の簡素さに近 印象 受けるが、 当然の とながら当時の即位儀は細かな作法と手順により、煩
雑かつ壮麗に行われた。その様子










油小路の里に出でぬ。 磨きたてたるさま、 心ばかりは玉の台ともいふべし。 （中略）刻限になりて、髪を上げて扇をさす。二位殿・三位殿、新院の中納言の三位殿・堀河殿・さい将典侍殿などを具して、よろづ御覧じ扶持すべし。先づ童二人、扇を す。然るべき殿上人の沙汰とて、所〱より賜び侍しかば、いと多く余りてぞありかし。次に参る。木丁の帷のすみを取り合はせて四方にさす。 殿上人四人取る 下使二人、次に裾被き六人 高御座の右に床子あり。茵を敷きてつく。未申の方に床子はあるべしと聞きしかど、 得選がはからひにや、 西の正方にありしは、いづれか本なる きにか。 ・下使、高妻戸の外にとゞまる。
 
行幸なりて事はじまれば、女皇と同じく左右に参上りて進み立つ。




























































見るに、昔内へ参りしに過ぎざまに見えしほどなど思ひ出でられて、つくづくとながむるに、 北 門より、 長櫃に、 ちはや着たるものども、蘇芳のこき、打たるくはうこくの出し衣入れ 、持てつづきたる べちにおもしろく見ゆべきことならねど、所がらにや めでたし。人ども、見さわぎ、いみじく心こと 思ひあひたるけしきどもにて、見さわげども、ただわれは 何ごとにも目も立たずのみおぼえて、南の方を見れば、例の、八咫烏、 も知らぬ のども、大頭など立 わたしたる見るも、夢の心地す。かやうのことは、世継な 見るにも、そのこと書かれたるところは いかにぞやおぼえてひきこそかへされ か、うつつにけざけざと見る心地、ただおしはかるべ 。
 
日高くなるほどに、 「行幸なりぬ」 とてののしりあひたり。 殿ばら、
里人など、玉の冠し、あ は 錦 うちかけ 近衛府など 甲とかやいふもの、着たりしこそ 見もならはず 唐土のかた きた 障子の昼の御座に立ちたる見る心地こそ、あはれ 。
 
かくて、 「ことなりぬ。おそし、おそし」とて、衛門の佐、いとお






























































































のハイライト「帳あげ」を抽出した形になっており、一瞥しただけでも平安時代のそれとの相違点は多い。 そもそも大内裏大極殿で行われていたものが東京に移り、現在の皇居の「正殿」で挙行されているという点で両者を同列に扱うこと自体が難しい。今回は雨天による武官・文官らの配置換えなどもあったが、外国からの賓客の参列などを除いても、規模といい参列者の数といい、そしてなにより の作法その のに大きな変化があった。
 
まず、前述のとおり、古来即位儀で設置されるのは天皇の「高御座」の
みであり、皇后 御帳台が併設されることはなかった。また、 皇の装束は今回用いられた「黄櫨染御袍」ではなく 礼服 袞衣に冕冠を着用するのが通例であり、かなり唐風であった。そ 他 参列者の構成や人数など大きく異なる点があり、その中でも特 「帳あげ」における女性 役割や人数が大きく削られていたことが目に付いた。
 
「褰帳」 「帳あげ」というと「褰帳の命婦」が有名だが、実際はその他
にもさまざまな女性が役割を担い 携わっていた。 褰帳 命婦」二人は天皇が入御している高御座の帳 左右に分かれ それぞれ巻き上 るのであるが、実際は「髪あげ」と呼ばれる女性がこれ き従っていた。また、この儀式の前にも、剣璽の参入や天皇の姿を隠す役割の者など、儀式全体はもちろん、 「帳あげ」の部分だけ も相当数の女性が華やかに立ち働いていた。
 
しかし、なぜか長子はそれら人物についてほぼ触れず、きらびやかな空









を指す場合もある。奉仕するのは女性に限られ、古く 「褰帳 女王」といい、左右二名ともに伯家女性が任じられていた。 「伯家」とは代々宮中祭祀を司る家柄であり、当主は「神祇伯」 いう身分で王位を世襲したため、褰帳に奉仕 る女性も「女王」を名乗った。時代が下り、伯家 性二人体制の維持が困難になると、上位である「左」が伯家出 の女性、右が新帝の乳母などの「典侍」 という組み合わせが主流とな そのため、 「褰帳の女王」 「褰帳 命婦」 「左の女王」 「右の典侍」など 呼称が用 られる。
 
それでは、彼女たちはどのような形でその役を務めたのか。 「帳あげ」











ビ中継された。従来の即位式でいうところの「褰帳」 （帳あげ）に当たり、天皇の高御座と皇后の御帳台が並べられ、 それぞれの が左右から褰げられて ・皇后がその姿を現すというものだった。 テレビではさ んに 「古式ゆかしく」 「平安絵巻 再現」というフレーズが用いられていたが、実際は前回の平成元年の同儀式と比べても変更された部分があり、 「古式」とは大きく形を変えている。その中でも皇后の御帳台の併設、男性侍従による「帳あげ」奉仕が大きな変更点であろう。
 
そもそも、 「帳あげ」は高御座の帳が下げられた状態で、後方から入御
した新天皇の姿を、 二名 女官が帳をあげることによって臣下の前に披露するというものである。 「即位礼正殿の儀」では、大正天皇以降「皇后の参列」という要素が加わったため、皇后 帳 」は女性、天皇は男性という組み合わせになったと考えら る。
 
この「帳あげ」は平安文学作品の中でも散見される、比較的知 行




には鳥羽天皇の即位儀において「褰帳の命婦」を務めた。当日の参内から式の終了後帰邸までの記録が、 『讃岐典侍日記』には書かれている。実際に儀 に参加した者が、内部からその儀式を見つめ、書き残したと う点で稀有な記録といえる。
 
しかし、すでに様々なレベルで指摘されているように、作者藤原長子は
決して親切な記録者で ない。本人が残したかったのは「鳥羽天皇の即位のめでたさ」では く、 「堀河 と自分」 「堀河天皇の死を嘆く自分」であって、それ以外の要素を積極的かつ正確に残そうと う意識が低い。そのため、記述対象にか り大胆な取捨選択を行っており 当然目を引くような事件や事象、 その場に同席していたはずの人物などでも容赦なく切り捨てる。それによって構図は単純化されるが、現代のわれわれにはそもそも原型がわからない であるから何が削除されて る か見極めるこはできず、 当然削除の意図も不明である。 そ らを 「書く価値のあるもの」と認識しなかった、ま は 的に排除した時点で、彼女はどのような状況、心境にあったのだろうか。
 
今回は、図らずも令和の「即位礼正殿の儀」という形で長子が体感した
「帳あげ」の一端を垣間見る僥倖を得た。長子が実際 見た あろう 帳
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